










田んぼは、住宅街の南台地区のすぐ近くに位置し、驚くほど豊かな
生態系が復活している。プロジェクトを進めるうちに、谷津田周辺
の水質が改善され、トンボやゲンゴロウなどの昆虫、カエルなどの
両生類など、多様な生物が生息しはじめた。
このプロジェクトの目的は、食料生産ではなく、環境保全で、酒米の
収穫は副産物と位置付けているのが特徴的。谷津に雨が降ると、台
地上の森や斜面の雑木林の土に蓄えられ、ため池が作られる。ため
池は谷津田の水源であり、谷津田があることで、豪雨時の洪水被害
の軽減にもつながる。環境面や防災面から、自然を学ぶ場としての
価値も高く、近隣の小学校の見学
を受け入れたこともあるほか、大学
の研究の場としても使われている。








